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第３４０回教育研究評議会議事要録 

 

１．日 時  令和２年８月４日（火） １３：３０～１５：３０ 

２．場 所  大会議室（一部web参加） 

３．出席者  三浦学長、塩谷理事・副学長、二見理事・副学長、 

内田理事・事務局長、谷副学長、佐野副学長、塘副学長 

       朝賀人間発達文化学類長、中村評議員、初澤評議員 

       鈴木行政政策学類長、髙橋評議員、福島評議員 

       貴田岡経済経営学類長、末吉評議員、福冨評議員 

       佐藤共生システム理工学類長、神長評議員、長橋評議員 

       生源寺食農学類長、荒井評議員、金子評議員 

       小野原基盤教育主管、難波環境放射能研究所長 

       【オブザーバー】高橋理事、緑川理事、上井監事 

 

４．欠席者  なし 

 

５．議事 

【確認事項】 

   第３３８回教育研究評議会議事要録を原案のとおり確認した。 

 

【審議事項】 

（１）教員人事について 

三浦学長から、「国立大学法人福島大学職員任免規程」第２０条の規定に基づき、

人間発達文化学類の教員１名の休職について提案があり、朝賀人間発達文化学類長

から、休職の事由や期間等について説明があった。 

審議の結果、提案のとおり承認された。 

各学類教員会議へ、口頭にて報告することとした。 

 

【報告事項】 

（１）国際教育研究拠点参画検討ＷＧ中間報告について 

二見理事・副学長から、資料１に基づき、浜通り地域の国際教育研究拠点の参画

に関する検討ＷＧの概要、開催状況、主な議論等について報告があった。 

 

（２）令和元事業年度決算について 

   内田理事・事務局長から、資料２に基づき、令和元事業年度決算について報告が

あり、資産、負債、純資産の増減、損益の内容、当期未処分利益及び目的積立金等

について説明があった。 

各学類教員会議へ、教職員専用総合案内掲載資料参照の上、報告することとした。 
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（３）令和３年度概算要求について 

   内田理事・事務局長から、資料３に基づき、令和３年度国立大学法人運営費交付

金の重点支援等に係る概算要求の方向性の概要及び昨年度からの主な変更点、本学

における強み・特色を活かした機能強化に係るビジョン・戦略・取組の方向性、機

能強化促進分に係る対応、共通政策課題分に係る対応、施設整備費補助金要求事項

等について報告があった。 

各学類教員会議へ、教職員専用総合案内掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

（４）令和２年度授業日程の変更について 

   佐野副学長から、資料４に基づき、大学入学共通テスト第２日程の追加が決定し

ており、試験準備及び実施のため、教育担当副学長宛に休講措置を依頼した旨報告

があった。引き続き、谷副学長から、同依頼及び福大祭実行委員からの福大祭の中

止連絡を踏まえ、後期の授業日程を一部変更する旨報告があった。 

各学類教員会議へ、教職員専用総合案内掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

（５）令和元年度監事監査結果について 

   上井監事から、資料５に基づき、監査方法の概要、監査結果、「その他の報告事

項」における令和元年度の福島大学を取り巻く状況、当該状況を踏まえた重要な取

り組みに対する意見等について報告があった。 

   各学類教員会議へ、教職員専用総合案内掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

（６）令和２年度監事監査計画について 

   上井監事から、資料６に基づき、令和２年度監事監査の基本方針、監査の実施期

間、監査の方法、監査の対象部局等については例年と同様であること、監査の重点

事項については、大学を取り巻く状況が常に変化していることから現段階では具体

的に定めず、これまでの監査結果についてのフォローアップも含め、状況を見なが

ら定めること等の説明があった。   

   各学類教員会議へ、教職員専用総合案内掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

（７）令和元年度「ＦＵＲＥ活動報告」及び令和２年度「ＦＵＲＥ事業計画」について 

   菊地うつくしまふくしま未来支援センター（ＦＵＲＥ）長から、資料７に基づき、

令和元年度における各部門及び相双地域支援サテライト等の活動内容について報

告があり、引き続き、令和２年度の主な事業計画について報告があった。 

   各学類教員会議へ、教職員専用総合案内掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

（８）その他 

  ①大学改革セミナーの開催について（学長室・学長室） 
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   三浦学長から、８月１８日（火）に開催する令和２年度大学改革セミナーの概要

について報告があった。 

   各学類教員会議へ、口頭にて報告することとした。 


